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熱が高く体中が痛いのですが 
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一口メモ
インフルエンザ対策の基

本は、ワクチン接種といわれ
ていますが、ワクチンを受け
たのに罹ってしまったという
話を聞くことがあります。　
ワクチンの有効性は、大きく
２つの因子に左右されます。
一つは、受ける人の免疫能
（抵抗力）で、もう一つは、
ワクチンに使われるウイルス
株（世界各地で採取され保存
されているウイルス）が、そ
の年に流行するウイルスに類
似しているかどうかです。イ
ンフルエンザが毎年流行する
のは、毎年ウイルスが少しず
つ変化しているためですが、
ワクチンはそうした変化を予
測して毎年新しく作られま
す。実は昨年流行したA香港
型ウイルスの一部は、それま
での流行の主流であったウイ
ルスとはやや異なり、昨年の
ワクチンでは予防できません
でした。そのため今年はこの
ウイルスが流行
の主流になる
と予測さ
れ、これ
に類似し
たウイル
ス株がワク
チンの基に
なっています。　
先頃WHOは来シーズン用の
ワクチンウイルス株を発表し
ました。その中のカリフォル
ニア2004は、今シーズン米国
西部のA香港型患者の1/4から
検出されているウイルスで
す。もちろん今年のワクチン
は効きません。大量輸送時代
の現在、我が国でのこのウイ
ルスの流行状況は？　正式発
表を待ちたいと思います。
S.K.


